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2015年から2025年へ。

みなさまにとって、どんな10年だったでしょうか。

おはよう。こんにちは。おやすみ。

その一度一度をかけがえのないものとして、

欠かすことなく交わされたあいさつ。

そんな利用者様と職員の日々の重なりが、

この10年の歩みを支えています。

平坦ばかりでない毎日を、

大切に、大切に、つないで。

南山城学園は、60周年を迎えました。

 おはよう。
こんにちは。
 おやすみ。
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Minami yamashiro gakuen

60th anniversary

南山城学園の過去・現在・未来　〜この道は遠くとも〜



南
山
城
学
園
の
過
去
・
現
在
・
未
来

～
こ
の
道
は
遠
く
と
も
～

社
会
福
祉
法
人
南
山
城
学
園

理
事
長
　
磯 

彰
格

2025年2月2日、社会福祉法人南山城学園は創立60周年という大きな節目

を迎えることができました。この歴史ある歩みを刻むことができましたの

も、日々ともに歩んでくださる利用者様、ご家族、地域の皆様、そして行

政・関係機関の皆様のご理解とご支援の賜物であり、心より深く感謝申し

上げます。

「この道は遠くとも」―これは、初代理事長・磯斉志が私たちに託した、

より良い社会を創る者としての覚悟と希望を象徴する言葉です。この10年、

私たちはこの言葉を胸に、「ネクストビジョン2025」のもと、「暮らしの質の

向上（Quality）」「経営資源の有効活用（Resource）」「創造性の発揮（Creativity）」

という3本の柱を軸に、福祉の専門性の向上と経営安定化の両立を目指し、

地域共生社会の実現に向けて着実に歩みを進めてまいりました。

私たちの根幹にあるのは、利用者様一人ひとりの幸福追求という揺るぎ

ない理念です。障害者福祉、高齢者福祉、保育、生活困窮者支援といった

多岐にわたる分野において、地域の多様なニーズに応えるべく、先進的か

つ実践的な取り組みをパイオニア精神で積み重ねてまいりました。たとえ

ば、幼保連携型認定こども園「ゆいの詩」や「Cocoro島本」の開設、農福

連携やKOUFUKU（工・福）連携による新たな就労モデルの創出、循環型

ファームの構築などは、福祉の枠を超えた社会的価値の創造に資するもの

と自負しております。

また、複数法人による連携型インターンシップの実施や、科学的根拠に

基づく支援の推進など、次代を担う福祉人材の育成にも力を注いでまいり

ました。これらの取り組みは、地域の中で支え合い、共に生きる「共生・

共助」の地域づくりを目指す、私たちの基本姿勢を体現するものです。

一方で、この10年は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行、物価の

高騰、自然災害の頻発など、福祉現場にとっても多くの困難が立ちはだか

る時期でありました。しかしながら、私たちは「社会になくてはならない

存在」としての使命を胸に、感染対策を徹底しつつ、福祉サービスの継続

と利用者様の安全確保に全力を尽くしてまいりました。

とりわけ、コロナ禍においては、私たち福祉従事者が「エッセンシャル

ワーカー」として、社会の基盤を支える重要な役割を担っていることが、改

めて広く社会に認識されました。人と人とのつながりが希薄になりがちな

時代にあって、私たちは、最も支援を必要とする方々の暮らしに寄り添い、

支え続けることの大切さを実感しております。

2025年4月からは、新たな10年の指針として「ネクストビジョン2035」

が始動いたしました。人口減少、価値観の多様化、技術革新といった社会

の変化の中でも、私たちは「変わらぬ理念」と「変わり続ける実践」を両輪

に、未来志向の福祉サービスを創造してまいります。これからも、社会福

祉法人として、地域に根ざし、地域とともに歩む福祉のあり方を追求し続

けてまいります。

「この道は遠くとも」―この言葉のとおり、私たちの歩みは決して平坦な

ものではありません。しかし、利用者様一人ひとりの幸福を追求するとい

う不変の使命がある限り、私たちは歩みを止めることなく、未来へと進み

続けてまいります。

本記念誌が、南山城学園の過去・現在・未来をつなぐ架け橋となり、地

域の皆様、行政・関係機関の皆様とともに、次なる挑戦への希望と決意を

共有する一助となれば幸いです。

今後とも、変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し

上げます。
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ネクストビジョン2025
（中期経営計画2020）始動

4月、今後10年間を見据え、法人理念を実現する
ために目指すべき方向をࣔした「ネクストビジョン
2025」が始動。

2
015

2
017

2
016

2
018

2
019

50周年記念式典・祝賀会 開催
5月、法人創立50周年を記念し、利用者様、ご家族、
地域の関係者の方々をটいたࣜయとॕլ会を開࠵。

小規模保育園 開設
（かぜの詩・そらの詩・はなの詩）

4月、地域の子育てニーズに応えるため、小ن໛保育
園を開設。地域との連携を深め、݈ やかな成長を支援。

虐待防止委員会サービス向上プロジェクト 設置
4月、支援の質向上と利用者様のݖ利༴ޢを目的に、ٮ壌๷止ҕ員会に
サービス向上プロジェクトを設夬。

地域福祉支援センター宇治小倉 開設
6月、利用者様の地域生活を支え、地域ॅຽの交流の場の
拠点となる「地域福祉支援センターӉ࣏小槃」を開設。

大規模災害部会において
自治連合会等と初合同訓練 実施
11月、自࣏連合会౳と連携した初の合ಉ܇࿅を実施。
地域とのڠಇによる๷災体制の構築に向けた一歩に。
がそれͧれ「和光多目的ϗールޣ壡」、「Ӣؗ࠼˞」
城ཅژ、ࢢ౎ࢢより福祉ආ難所として指定。

地域福祉支援センター島本 開設
4月、利用者様の地域生活を支える拠点として、
「地域福祉支援センター島本」を開設。

るりの詩保育園 開設
5月、大ࡕ෎島本奢の壌機ࣇಐ໰壢を解決すべ
く、小ن໛保育園「るりの詩保育園」を開設。

グループホーム長池 開設
6月、ط存のϗームの࿝ٺ化に൐い、グループ
ϗームの運営体制を࠶ฤし、「グループϗーム
長天」を開設。

新しい作業棟（希・望） 完成
2月、利用者様の多様な活動を支える作業౩「希・望」
が׬成。ݸ々のೳ力を活かした就労支援を推進。

もりの詩保育園 開設
4月、小ن໛保育3園の฼体となる保育園として
「もりの詩保育園」を開園。

「7つの誓い」ハンドブック 作成
3月、法人理念を職員一人ひとりが実践できるよう、
「7つの楓い」をまとめたϋンυϒックを作成。

きょうと福祉人材育成
認証制度上位認証 取得 
3月、人材育成と職場環ڥのॆ実がධ価され、「きょう
と福祉人材育成認証制度」において上Ґ認証を取ಘ。

エキスパート制度 創設・
多様な正規職員制度 導入 
4月、専門性を活かした人材育成を目的にエΩスパート
制度を創設。ॊೈなಇき方とΩャϦアܗ成を支援。

若年者等就労支援拠点サザン京都 開設
6月、ए年や就労困難者の社会ࢀ加を支援する拠点を開設。
。をサϙートےผ支援と地域連携により就労への道ݸ

2015

�݄ʛ子ども・子育て支援新制度施ߦ

�݄ʛ生活困窮者自立支援๏施ߦ

「ര買い」

ユーキャン新語・流行語大賞

社会保障・社会福祉関連トピック

2016

�݄ʛ۽ຊ地਒

�݄ʛ૬໛ݪ障害者施設ࡴই事件

「神ってる」

ユーキャン新語・流行語大賞

社会保障・社会福祉関連トピック

2017 2018 2019

�݄ʛվਖ਼社会福祉๏施ߦ

�݄ʛ۝भ๺෦߽Ӎ

「インスタөえ」

ユーキャン新語・流行語大賞

社会保障・社会福祉関連トピック

�݄ʛ働き方վֵؔ連๏成立

�݄ʛ੢日ຊ߽Ӎ

「そだねー」 

ユーキャン新語・流行語大賞

社会保障・社会福祉関連トピック

�݄ʛվਖ਼入؅๏施ߦ

�݄ʛ࿝後ࢿ ʮۚ����ສԁ໰壢ʯใಓ

「̤̣̚ ̢̩̖̚」 

ユーキャン新語・流行語大賞

社会保障・社会福祉関連トピック
世
の
中
の
出
来
事

History 2015年から2025年の歩み
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�݄ʛ新ܕコϩφ΢イルスײછ拡大

�݄ʛ�݄߽Ӎࡂ害

「̏ີ」 

ϢーΩϟン新ޠ・ྲྀ行ޠେ৆

社会保障・社会෱ؔࢱ連トϐッΫ

�݄ʛ�コϩφϫΫνン઀छ開࢝

�݄ʛݽಠ・ݽ立壈ࡦ夊౰大ਉ新設

「Ϧアルೋ౛流ʗショータイム」 

ϢーΩϟン新ޠ・ྲྀ行ޠେ৆

社会保障・社会෱ؔࢱ連トϐッΫ

�݄ʛ社会福祉連携推進๏人制度施ߦ

��݄ʛ�後ظ高齢者ҩྍ制度վਖ਼施ߦ

「墴神様」

ϢーΩϟン新ޠ・ྲྀ行ޠେ৆

社会保障・社会෱ؔࢱ連トϐッΫ

�݄ʛこどもՈఉ套発墥

�݄ʛ新ܕコϩφ�ྨ移ߦ

「アϨ（̖.̧.̚.）」 

ϢーΩϟン新ޠ・ྲྀ行ޠେ৆

社会保障・社会෱ؔࢱ連トϐッΫ

�݄ʛ能ొ൒ౡ地਒

�݄ʛݽಠ・ݽ立壈ࡦ推進๏の成立

「ふてほど」 

ϢーΩϟン新ޠ・ྲྀ行ޠେ৆

社会保障・社会෱ؔࢱ連トϐッΫ

2
021

2
02

3

連携ܕインターンシップ	実ࢪ
2月、複数法人間連携によるインターンシップを実施。
実践的な学びの場をఏڙし、学生のΩャϦアܗ成に寄༩。

フΟリϐン人&1A
介護෱ิީ࢜ࢱ生受け入れରԠ
7月、国ࡍ的な人材交流を推進し、EPA制度に基づくフΟϦピン人հޢ福祉
࢜ީิ生の受け入れに向けた対応を開始（2024年12月より2໊受け入れ）。

こどもൃୡ支援CPDPSPԻָྍ法	開࢝
12月、Cocoroにて子どもの৘ॹや発壹を支えるԻ楽ྍ法を
ಋ入。ݸ々のՄೳ性をҾき出すྍ育支援をల開。

新ܕίϩφ΢イϧεϫΫνン職域઀छ	開࢝
7月、新型コロナウイルスの感染֦大๷止と職員・利用者の安全
確保を目的に、法人಺で職域楯छを開始（Ԇべ໿5,000໊）。

新ܕίϩφ΢イϧεײછ症༧๷研修	実ࢪ
10月、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図るため、
全職員を対象に༧๷研修を実施。

NEXT 2035

2
02

0

2
0
2
2

2
02

4障害者支援ࢪઃ࿨の2ྈ
ʢℳྈ・ᓋྈʣを2ࢪઃに෼ׂ

4月、利用者のニーズによりॊೈに対応するため、和の2ྈ
（ℳྈ・ᓋྈ）をそれͧれಠ立した施設として࠶ฤ。

தظ経営計画2025	࢝動
4月、SDGsをࢹ野に入れ、経営の࣋続性と地域共生社会の
実現の両立を目指す「中期経営ܭը2025」が始動。

εーύーϩーςーシϣン੍度	ಋ入	
4月、多様な経ݧと専門性の向上を目的に、複数෦ॺを
一定期間でҟ動するスーパーローςーション制度をಋ入。

ೳొ൒ౡ地਒支援に
ݣ౎D8ATͱして職員೿ژ
1月、ژ౎DWATの一員として、ೳొ൒島地椁の
ඃ災地へ職員೿ݣ。災害対応力の向上と連携体
制のڧ化を図る。

ॳ೚څҾ্͖͛・4ि8ٳ
੍度ʢ年間ٳ೔120೔ʣ	ಋ入
4月、職員のಇきやすさと定着཰向上を目指し、
初೚څのҾき上げと年間ٳ日120日の新制度をಋ入。

ຽ連携׭ࡦରཱݽ・ಠݽ
プϥットフΥーϜ	参画
2月、地域でのݽ立・ݽಠの解ফを目指し、国の
。ըࢀに「ຽ連携プラットフΥーム׭立対策ݽ・ಠݽ」

認ఆこどもԂΏ͍のࢻ・
こどもൃୡ支援CPDPSPౡຊ	開ઃ
4月に幼ڭࣇ育と保育を一体的にఏڙする「ゆいの詩」、
6月に発壹支援に特化した「Cocoro島本」を開設。

社会෱ࢱ連携ਪਐ法人͖ΐ͏ͱ
෱ࢱΩϟリアαϙート	創ઃ
8月、福祉人材の確保・育成を目的に、複数法人が連携
する「きょうと福祉ΩャϦアサϙート」を創設。

,06'6,6ʢ޻・෱ʣ連携プϩδェΫト	࢝動
8月、大学・ا業との連携・ڠಇによる新たな就労支援モデル
「KOUFUKU（工・福）連携プロジェクト」が始動。

2020 2021 2022 2023 2024

社会福祉連携推進๏人
きΐ͏と福祉ΩϟリΞサポートによる就職フェΞ

ʮフΫシϩフェアʯ	共ಉ開催
3月、社会福祉連携推進法人「フクシロフェア」を
共ಉ開࠵。福祉のັ力発信とए手人材との楯点
づくりを図る。
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大森 照子さん（77歳）

2015年、障害者支援施設 輝入所。タオル
畳みをいつもすばやくきれいにしている。
外出での楽しみは、ショッピングセンター
のフードコートでオムそばを食べること。

障害者支援施設 輝

職
員
さ
ん
み
ん
な
、

が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
る
。

大
好
き
で
す
！

運動会の大玉転がしで優勝したこと。

近所の小学生とボッチャをしたこと。

後日、その学校の子どもたちから「ありがとう」の手紙をもらったこと。

和光祭でマンガを買ったこと。

この10年、楽しいことがたくさんありました。

ここでの日課は、タオル畳みと大好きなパズルをすること。

コンビニやショッピングセンターへ行くことを

楽しみにしてがんばっています。

先日も外出したときに、

お気に入りの洋服を選んだりしました。

そんなふうに、毎日楽しく過ごしています。

職員さんもがんばってくれていて、

やさしくて、大好きです！

本田 和友さん（41歳）

2008年、障害者支援施設 魁入所。日中活
動では、ファームでの無農薬野菜の栽培
に従事。仕事以外の時間は、テレビでス
ポーツ観戦したり、職員と談笑したりす
ることが日課になっている。

障害者支援施設 魁

南山城学園に来てから、もう17年になります。

いろんなことがありましたが、コロナの時期は大変でした。

日帰り旅行にも行けない期間が続きましたが、

ようやく今年からまた行けることになり、とても楽しみです。

新卒の職員さんも入られたので、

いっしょに行けたらなと思っています。

ふだんは、ほぼ毎日畑に出て農作業をしています。

野菜ができていたら収穫し、袋詰め。

それから野菜の納品も自分たちで行います。

私たちの育てた野菜は、カフェの「さぴゅいえ」

「ぷちぽんと」「ぷらんたん」で食べられます。

栽培中は無農薬なので、体にもよくておいしいですよ。

これからもどんどん野菜を納品して、がんばったごほうびに

「アルプラザに行きたいなあ」とみんなで話しています。

職
員
さ
ん
や

施
設
の
み
ん
な
と
行
く
、

日
帰
り
旅
行
が
楽
し
み
で
す
。
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理念をかたちに。
数字で見る南山城学園の挑戦
〜数字でみる南山城学園の10年〜
この10年、南山城学園は「利用者様の尊厳を守り、幸福を追求する」という基本理念のもと、
地域福祉の担い手として着実な歩みを続けてきました。職員数・事業所数も増加し、専門性の高い支援体制が整備されました。
また、「共生・共助」の地域づくりに貢献すべく、地域ニーズに応じた新たな福祉サービスの創造にも注力。
研修回数や実習生・インターンシップの受け入れ数の伸長は、社会的信頼の証です。
数字は、理念の実践と地域への貢献を物語っています。

この10年で職員数は着実に増加し、専門職の比率
も向上。多様なニーズに応える体制強化が、質の高
い福祉サービスの提供を支えています。

職員数

この10年で事業所数は着実に増加し、障害福祉・高
齢者支援・生活困窮・保育など多分野に展開。地域
に根ざした包括的支援体制の構築が進んでいます。

主な事業所数

この10年で経常収入は安定的に推移し、事業拡大
やサービス多様化に伴い増加傾向を示しています。
持続可能な運営基盤の強化に寄与しています。

経常収入

この10年で職員研修の開催数は大幅に増加。専門性向上と理念浸透を目的
とした体系的な研修が、質の高い支援と人材育成を力強く後押ししています。

この10年間で、
法人内で開催した職員研修の回数

2,627回

この10年で就職につながった支援実績は着実に増加。
個別支援計画と企業連携の強化により、障害のある方
の社会参加と自立支援が大きく前進しています。

障害のある方を支援して
就職につながった人数

1,361人

この10年でカフェ利用者数は大きく増加。
地域住民との日常的な交流の場として定着
し、障害のある方の社会参加と地域共生の
実践拠点としての役割を果たしています。

カフェを利用した
お客様の数

241,840人

この10年で実習・インターンシップ受け入れ人数は増加。
現場体験を通じて福祉の魅力を発信し、次世代人材の
育成と福祉の魅力発信に貢献しています。

実習・インターンシップの
受け入れ人数

644人

この10年で新卒エントリー数は変動。少子高齢化による学
生数の減少や他産業との採用競争が激化する中、福祉の
魅力発信と働きがいの訴求が重要性を増しています。

新卒エントリー数

3,892人
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利用者様の幸福追求に向けた
研究と実践の往還
〜研究活動と南山城学園の10年〜
南山城学園は、利用者様の幸福を中心に据えた支援の質向上を目指し、
過去10年間にわたり実践と研究の往還を重ねてきました。
生活の中での気づきを出発点に、エビデンスに基づく支援モデルの
構築と検証を推進。特に、意思決定支援、行動障害への対応、
地域共生社会の実現に向けた取り組みでは、実践知と理論の融合を図り、
全国的な発信も行ってきました。今後も、利用者様一人ひとりの
「その人らしい暮らし」の実現に向け、
研究と実践の往還を深化させてまいります。

2015年	 10件

2016年	 13件

2017年	 12件

2018年	 14件

2019年	 14件

2020年	 14件

2021年	 15件

2022年	 16件

2023年	 16件

2024年	 16件

140
件 !!

実践研究発表会 最優秀賞受賞研究 2015〜2025

自
閉
症
支
援
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
意
義
〜P

E
P

- 3

か
ら
み
え
て
き

た
も
の
〜　

障
害
者
支
援
施
設　

光

排
泄
ケ
ア
の
可
能
性
〜
過
ご
し
方
か

ら
見
る
変
化
〜

障
害
者
支
援
施
設　

輝　

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
〜
ほ
ん
ず

活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の
〜　

障
害
者
支
援
施
設　

和　

“

健
口”

を
支
援
す
る
取
り
組
み

〜
セ
イ
ダ
式
口
腔
ケ
ア
を
通
し
て
〜

障
害
者
支
援
施
設 

和 

﨔
寮

農
福
連
携
事
業
へ
の
参
画
〜
農
作
業
の

提
供
を
通
し
た
地
域
へ
の
貢
献
〜　

障
害
者
支
援
施
設　

魁　

子
ど
も
主
体
の
保
育
へ
〜
個
を
大
切

に
す
る
保
育
の
実
践
〜　

も
り
の
詩
保
育
園

プ
ロ
ン
プ
ト
に
よ
る
自
立
支
援

〜Q
O

L

向
上
の
た
め
に
〜

障
害
者
支
援
施
設　

光

P
E

C
S

フ
ェ
イ
ズ
Ⅴ
・
Ⅵ
の
実
践

〜
叶
え
る
た
め
の
要
求
か
ら
分
か
ち

合
う
た
め
の
共
感
へ
〜障害

者
支
援
施
設　

光

L
et's D

X

〜
安
心
安
全
な
生
活
を
目

指
し
たIC

T

技
術
の
活
用
〜　

障
害
者
支
援
施
設　

円

煌
め
く
笑
顔
〜
意
識
改
革
が
導
い
た

そ
れ
ぞ
れ
のw

ell b
ein

g

〜　

介
護
老
人
保
健
施
設　

煌

自閉症・強度行動障害支援	 	 28件

就労支援・社会参加	 	 	 22件

高齢者介護・認知症ケア	 	 18件

地域連携・共生社会	 	 	 16件

個別支援計画	 	 	 	 14件

食支援・栄養管理	 	 	 12件

保育・子ども支援	 	 	 10件

ICT・DX・AI活用	 	 	 8件

余暇活動・創作活動・環境整備	 6件

職員育成・組織運営	 	 	 6件

過
去
10
年
の
実
践
研
究
発
表
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

過
去
10
年
の
実
践
研
究
発
表
数

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

目が向きにくい
精神的欲求に着目

煌では、「煌めく笑顔〜意識改革が導いたそれぞれのwell 

being〜」と題して、ウェルビーイングの実現をめざす個別
余暇支援の実践研究に取り組みました。この取り組みの背景
には、夜間に目を覚ます利用者様に日中の「傾眠」や「手持
ち無沙汰な時間」が多くあること。また、職員アンケートで
「利用者様の個別余暇支援を十分に提供できていない」とい
う意見が6割を占めていたことが挙げられます。
そこで、目が向きがちな物理的欲求ではなく、利用者様の

精神的欲求に着目し、それぞれの能力・嗜好・意欲といっ
たストレングスを増大させるケアを提供しようということに。
多職種のチームを形成し対象の利用者様にあう個別余暇支援
を行った結果、幸福を示す指標であるME値が向上し、精神
的欲求の充足へつなげることができました。

多職種連携で
ストレングスを引き出す

実践研究は、①多角的アセスメントの実施→②個別余暇支
援の決定→③個別余暇支援の提供→④データ収集という手順
で進めていきました。利用者様とのコミュニケーションから
個別余暇支援を検討していくわけですが、介護職員はユニッ
ト型で支援しているので、お一人との時間を毎日十分にとれ
るわけではありません。そんなとき、確実に1対1で向きあ
えるリハビリの時間から聞き出せることが多くありました。
そんなことができるのも、多職種でチームがつくれる煌の強
み。さまざまな視点が集まることで、より本質的な利用者様
の「本当のニーズ」や「暮らしの希望」が捉えやすくなります。

みえたのは、
利用者様の可能性

認知症の進行具合によっては、その日は楽しくできても、
次の日はそうでないことも。数回・数分の実施では定着し
ない難しさもありました。また、施設内の限られた空間の中
でどのような個別余暇支援を提供できるかというところには、
ずいぶん頭を悩ませました。けれど、そういった点も含め、
あらためて“利用者様の可能性”について知ることができた
と思います。利用者様から「何かあればなんでも言ってくだ
さい！」という声が聞けたり、車椅子から自ら立ち上がる姿
を見られたり、これまでなかったほかの利用者様との交流も
増えたり。自発的な意欲を引き出す支援ができたと同時に、
いかにお一人おひとりにあった個別余暇支援が重要かという
ことが実感できました。この点については、実践研究の審査
においても評価され、ポイントとなったところでもあります。

その人にあう暮らしを、
これからも

家事や菜園、足台の製作を利用者様にお願いすることで、
職員と利用者様が「ありがとう」を伝えあう関係が生まれま
した。これにより、利用者様にとっても過ごしやすく、職員
にとっても働きやすい環境に変化したのではないかと感じま
す。今後は、令和6年度介護報酬改定にて新設された「認知
症チームケア推進加算」のひとつであるワークシートを使用
し、「その人らしい暮らしの実現プラン」について検討し、さ
らに深めていく予定です。研究活動で得た知識と経験は、必
ず日々の支援に役立ちます。そんな機会をいただけたことに
感謝しています。

Interview

実践研究で感じた

“利用者様の可能性” を、

日々の支援で

広げていきたい。

加茂 晴奈さん（2020年新卒入社）

2024年度 実践研究発表会 最優秀賞
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〈日々〉土屋未久

南
山
城
学
園
の
職
員
の
み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
聞
き
語
り
の
冊
子
を
作
る
―
―
新
卒
採
用

広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
企
画
が
、『
ら
せ
ん
の
日
々 

― 

作
家
、
福
祉
に
出

会
う
』（
ぼ
く
み
ん
出
版
会
）
と
し
て
１
冊
の
本
に
な
っ
た
。

２
０
２
４
年
９
月
下
旬
、
南
山
城
学
園
・
彩
雲
館
に
約
１
週
間
宿
泊
し
、
滞
在
取
材
を
行
っ
た
。

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
職
員
ま
で
お
話
を
伺
い
、
彩
雲
館
に
戻
る
日
々
。
部
屋
に
は
実
践
研
究
レ
ポ
ー

ト
集
『
希
求
』と
、
広
報
誌
『
サ
ム
シ
ン
グ
ニ
ュ
ー
』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
並
ん
で
い
た
。
直
接

の
対
話
に
加
え
、
残
さ
れ
た
言
葉
を
通
じ
た
、
過
去
の
誰
か
と
の
対
話
が
始
ま
っ
た
。

初
期
の
『
希
求
』
は
、
実
践
レ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
方
々
の
思
い
が
綴
ら
れ
た
エ
ッ

セ
イ
調
の
文
章
も
あ
る
。
福
祉
の
文
芸
誌
と
呼
び
た
く
な
る
文
章
も
多
い
。
あ
る
号
の
編
集
後
記

に
、
こ
ん
な
言
葉
が
あ
っ
た
。

「
今
年
も
一
冊
の
実
践
レ
ポ
ー
ト
集
を
纏
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
中
略
）
い
づ
れ
も
目

標
を
明
確
に
も
っ
た
熱
意
あ
る
援
助
業
務
の
記
録
で
す
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
集
は
、
た
と
え
ば
、

山
道
に
積
ま
れ
た
石
積
み
の
ケ
ル
ン
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
編
の

レ
ポ
ー
ト
は
、
そ
の
石
積
み
の
ケ
ル
ン
の
一
片
の
石
片
で
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
石
片

を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
、
い
つ
の
日
か
山
行
く
人
々
の
良
き
道
し
る
べ
と
な
る
よ
う
な
、
り
っ

ぱ
な
ケ
ル
ン
を
完
成
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。」（『
希
求
』第
IV
集
）

ケ
ル
ン
と
は
、
登
山
道
で
見
か
け
る
、
石
を
円
錐
状
に
積
ん
だ
も
の
だ
。
道
に
迷
わ
な
い
よ
う

に
目
印
に
す
る
も
の
で
、
わ
か
り
に
く
い
道
や
霧
の
中
で
も
、
そ
こ
が
登
山
道
だ
と
わ
か
る
。

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
京
都
在
住
の
あ
る
写
真
家
の
方
に
「
才
能
」
と
は
何
か
聞
い
た
と
き
の

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
彼
は
少
し
考
え
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「〝
的
〞
に
向
か
っ
て
、
石
を
投
げ
続
け
ら
れ
る
こ
と
」

写
真
の
良
し
悪
し
が
才
能
な
の
で
は
な
い
。
写
真
を
、
撮
り
続
け
て
い
く
こ
と
。
や
り
方
を
変

え
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
、
諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
才
能
な
の
だ
と
。

石
を
積
む
こ
と
。
石
を
投
げ
続
け
る
こ
と
。
ど
ち
ら
も
、
問
い
を
も
ち
、
試
し
続
け
て
い
く
こ

と
だ
。
目
の
前
の
人
に
向
き
合
う
日
々
が
、
後
に
続
く
人
へ
の
道
標
に
な
る
。

『
ら
せ
ん
の
日
々
』は
、
南
山
城
学
園
に
関
わ
る
方
々
の
言
葉
が
詰
ま
っ
た
本
だ
。
誰
か
の
言
葉

や
姿
が
、
別
の
誰
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
の
「
ら
せ
ん
」
も
、
職
員
で
あ
っ
た

谷
本
博
司
さ
ん
が
、
生
前
に
福
祉
に
つ
い
て
記
し
た
言
葉
か
ら
き
て
い
る
。

「
上
か
ら
見
れ
ば
、
堂
々
め
ぐ
り
の
よ
う
に
見
え
、
横
か
ら
眺
め
れ
ば
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
。
し
か
し
、
事
実
は
、
一
歩
一
歩
で
あ
ろ
う
と
も
、
確
実
に
せ
り
上
が
っ
て
ゆ
く
も
の
、
そ

れ
が
〝
ら
せ
ん
〞
で
あ
る
。
福
祉
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、〝
ら
せ
ん
〞
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。」

こ
の
言
葉
は
『
希
求
』
に
も
残
っ
て
い
る
。
道
傍
に
積
ま
れ
た
ケ
ル
ン
を
見
る
と
き
、
誰
か
が

こ
の
道
を
歩
き
、
こ
こ
で
立
ち
止
ま
り
、
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
る
。
福
祉

は
答
え
が
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な
い
世
界
だ
と
、
取
材
の
中
で
伺
っ
た
。
毎
日
の
繰
り
返
し
や
営

み
を
続
け
て
い
く
中
に
、
本
当
の
答
え
は
あ
る
は
ず
だ
、
と
。

丁
寧
に
編
ま
れ
た
実
践
研
究
集
の
中
に
、
よ
り
良
い
支
援
の
た
め
に
と
誰
か
が
立
て
た
問
い
が

残
っ
て
い
る
。
答
え
の
な
い
世
界
で
、
話
し
合
い
、
試
し
続
け
る
。
ひ
と
り
で
は
な
い
。
職
員
同

士
で
支
え
合
う
。
日
々
の
支
援
で
積
み
重
な
る
実
践
知
。

南
山
城
学
園
で
続
け
ら
れ
た
実
践
は
、
時
代
を
越
え
て
広
が
り
、
そ
し
て
現
在
、
本
の
形
で
、
社

会
を
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
元
へ
と
届
い
て
い
る
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
の
す
べ
て
が
、
誰

も
が
よ
り
生
き
や
す
い
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

60
年
と
い
う
節
目
に
立
ち
合
い
、
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
幸
運
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

石
を
積
み
、
問
い
を
続
け
る

60
周
年
に
よ
せ
て

安
達
茉
莉
子

COLUMN

安
達
茉
莉
子
（
あ
だ
ち
・
ま
り
こ
）　

作
家
・
文
筆
家
。
大
分
県
日
田
市
出
身
。
東
京
外
国
語
大
学
英
語
専
攻
卒
業
、
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
開
発
学
研
究
所
開
発
学
修

士
課
程
修
了
。
政
府
機
関
で
の
勤
務
、
限
界
集
落
で
の
生
活
、
英
国
大
学
院
留
学
な
ど
を
経
て
、
言
葉
と
絵
に
よ
る
表
現
の
世

界
へ
。
自
己
の
解
放
、
記
憶
、 
暮
ら
し
、
旅
、
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
、「
生
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
執
筆
を
続
け
る
。
こ
の
ほ
か
、
詩

作
、
朗
読
会
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
講
座
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。
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人֬ࡐอɾҭ੒ɾఆ着ͱ
ੜ࢈性向্

ো֐者ࢧԉࢪઃͱ
グϧʔϓϗʔϜの࠶ฤ

ࣾձ的ཆҭۀࣄのల։

こͲもۀࣄの֦ॆͱ
ҩྍ的έΞのڧԽ

஍Ҭੜ׆՝୊΁の
ରԠڧԽ

Խڧのۀࣄमݚɾڀݚ

ԽڧରԠの֐ࡂ

01-1

01-2

01-3

01-4

02-1

02-2

03-1

2025年

実施期間

人事制度・研修体系のݟ奲しݕ౼

৘ใ分ੳ制度動向の೺Ѳ

、奲し・自Ո発ి設උの੔උݟ#$1
福祉ආ೉所の運営܇࿅の実施

৘ใ分ੳ制度動向の೺Ѳ

新研修体系に基ͮく研修開࢝

事、開設४උ޻

事、開設४උ޻

ೕࣇӃの開設

ΫリニッΫ・ೝ定こどもԂの開設

研究・研修センターの開設 スーύーόイβー

事຿ہ奭・次奭

事຿ہ奭・次奭

福祉事業ہ奭・次奭

事຿ہ奭・次奭

福祉事業ہ奭・次奭
事຿ہ奭・次奭

事຿ہ奭・次奭

定ࡦฤ計画の࠶

専門人材の഑夬

墰事業の発展ط
ʢ生活困窮者・ͻきこもり支援౳ʣ

長期ビジョン 項目
2026年 2027年 2028年 2029年

実施責任者

৘ใ分ੳ、制度動向の೺Ѳ、
学ಐ保育・์課後౳σイサービスの開設

৘ใ分ੳ、制度動向の೺Ѳ

03.創造性の発揮

02.経営資源の有効活用

01.暮らしの質の向上

౳ʣݣ続ɹɹɹɹʢスーύーόイβーの೿ܧ墰事業のط

εʔύʔόΠβʔの֎෦೿ݣΛは͡Ίɺ๏ਓ͕60年ʹΘͨΓഓͬ
͖ͯͨϊ΢ϋ΢・ݯࢿ・ਓࡐΛ஍Ҭࣾձ΁ؐ͠ݩɺ෱ࢱਓࡐのҭ
੒ʹ͢ݙߩΔɻ·ͨ࢈ɺ Խ͠ɺ৽ͨڧΛڀݚಉڞΑΔʹܞ学࿈׭
ͳ෱ࢱαʔϏεΛ૑ग़͢Δとともʹɺ޿くࣾձʹ発৴͢Δɻ

用׆の༗ޮݯࢿӦܦ

中
期
経
営
計
画
2
0
3
0

2
0
2
5
年
4
月
〜
2
0
3
0
年
3
月

暮らしの質の向上
VISION 01 Quality

VISION 02 Resource

VISION 03 Creativity

創造性の発揮

஍Ҭڞੜࣾձの࣮現ʹ͚ͯ޲ɺࣾ ձ෱ࢱ๏ਓの໾ׂΛҰ૚Ռͨ͢΂くɺ
׆Խ・ෳ߹Խ͢Δ஍Ҭੜࡶɺଟੈ୅ަྲྀ౳ɺෳځࠔ׆΍ੜཱݽ・ಠݽ
՝୊ ʮʹ஍Ҭʹ͓͚Δެӹతͳऔ૊ʯの࣮ફΛ௨ͯ͡ରԠ͢Δɻ

01-1

஍Ҭのਓʑの฻Β͠Λ͑ࢧɺ࣭ の͍ߴ෱ࢱαʔϏεΛఏ͠ڙଓ͚Δ
ͨΊɺಇ͖΍͢くಇ͖͕͍の͋Δਓ੍ࣄ౓のߏங΍ݚम੍౓のݟ௚
͠ɺAI・ICTの׆༻ʹΑΔੜੑ࢈の্޲౳Λ௨ͯ͡ɺਓ֬ࡐอ・ҭ
੒・ఆணのߋͳΔڧԽΛਤΔɻ

「人材確保・育成・定着と生産性向上」

02-1「研究・研修事業の強化」

03-1「地域生活課題への対応強化」

๏ਓ͕60年ʹΘͨΓഓ͖ͬͯͨো֐෼໺のϊ΢ϋ΢Λもとʹɺॏ౓
োऀ֐のࢧԉڧԽ΍஍ҬҠ行のਪਐͳͲɺক来のχʔζΛݟਾ͑ͨ
ฤ͢Δɻ࠶ೳΛ੔ཧ͠ɺػઃの໾ׂ΍ࢪ

01-2「障害者支援施設とグループホームの再編」

ࣾձతཆޢΛඞཁと͢ΔࢠͲも΍Ո଒ʹద੾ͳࢧԉ͕ಧくॏ૚తͳ
ӃΛ։ઃ͠ɺҩྍతέΞࣇΊΒΕΔͳ͔ɺ৽ͨʹೕٻங͕ߏのࡦࢪ
΍発ୡো֐ͳͲのχʔζʹもରԠ͢Δɻ

01-3「社会的養育事業の展開」

ҭͯੈଳ͕૿Ճ͢Δ஍ҬͰのอҭ΍学ಐχʔζʹՃ͑ɺઐ໳తͳࢠ
ಛԽͨ͠ΫϦχοΫとɺҩʹ֐ԉχʔζʹରԠ͢ΔͨΊɺ発ୡোࢧ
ྍతέΞʹରԠͰ͖ΔೝఆこͲも園Λ։ઃ͢Δɻ·ͨɺڭҭ෼໺と
࿈͠ܞɺ์ ՝ޙ౳σΠαʔϏε΍学ಐอҭΛ։ઃ͢Δɻ

01-4「こども事業の拡充と医療的ケアの強化」

02-2「災害対応の強化」
௚͠΍ࣗݟԽ͢ΔͨΊɺBCPのڧԉମ੍Λࢧऀ༺発ੜ࣌のར֐ࡂ
Ո発ిઃඋの੔උΛਐΊΔɻ·ͨɺ஍Ҭࢧԉମ੍のڧԽとͯ͠ɺ
෱ࢱආ೉ॴのӡӦ܇࿅のܧଓ࣮ࢪ΍ઐ໳ਓࡐの഑ஔΛਐΊΔɻ

南山城学園は૑ཱ60प年Λػʹɺ未来΁のࢦ਑
ʮNEXT VISION 2035ʯΛࡦఆ͠·ͨ͠ɻ
ʮ฻Β͠の࣭の্޲ʯʮܦӦݯࢿの༗ޮ׆༻ʯʮ૑଄ੑの発شʯΛ
ฤɺҩྍతέΞのॆ࣮ɺ࠶ઃࢪઓུ΍ࡐຊபʹɺਓࡾ
՝୊΁の׆ɺ஍Ҭੜ্޲ରԠྗの֐ࡂԽɺڧमମ੍のݚ・ڀݚ
࣮ફతରԠΛਪਐɻதܦظӦܭը2030Λج൫ʹɺ
࣭のࢧ͍ߴԉと஍Ҭڞੜࣾձの࣮現Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

2322



Minami yamashiro gakuen
南山城学園の過去・現在・未来　〜この道は遠くとも〜

2025年7月発行


